
  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

補充問題  塾技 7 浮力    

内容 

 
問題 



  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（お茶の水女子大附高） 

 解答は次のページ 



  

 

 

     

（1）質量 600gのおもりにはたらく重力は，600 ÷ 100 = 6〔N〕で，このときばねは 35－20 = 15〔cm〕 

伸びていることから，このばねを 1cm伸ばすために必要な力の大きさは，6 ÷ 15 = 0.4〔N〕とわか

る。 

 0.4N 

 

（2）0.4 × (33－20) = 5.2〔N〕 

 5.2N 

 

（3）6－5.2 = 0.8〔N〕 

 0.8N 

 

（4）図 1で，おもりがばねを引く力と，指がばねを引く力はつり合うので，（2）より，5.2Nとわかる。 

 5.2N 

 

（5）「塾技 7  」より，水中での物体は，鉛直上向きの水圧を受ける。 

 ア 

 

 

（6）「塾技 7  」（1）より，浮力は物体が押しのけた流体（本問では水）の重さに等しい。図 1と図 2

では，物体が沈んでいる部分の体積は等しいので，物体にはたらく浮力も等しい。そのため，ばね

の長さも図 1と同じ 33cmとなる。 

 ウ 

 

 

（7）（8）「塾技 7  」②より，台ばかりの値はおもりにはたらく浮力の分だけ大きくなる。これは，

水からおもりに浮力がはたらく（作用）と同時に，おもりから水に下向きの力（反作用）がはたら

くためである。 

 （7）   大きくなる，理由：おもりにはたらく浮力の反作用の力を受けるから。 

 （8）   ア 

解 

塾技 7  補充問題 解答・解説 

 

1 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

答 

2 

3 

答 


